
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

川本公民館（川本地区複合施設）整備

決算額

国支出金

執行体制

一般会計

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

183,000,000

川本公民館建設業務
備品購入
落成式・内覧会開催

0

0

1,893,972,000 330,000

29,538,450

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

219,621,052 1,786,669,354

7,082,602 6,247,929

0.90

事務事業評価表
１．基本事項

0.78 0.29

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

川本複合施設建設事業［生涯学習スポーツ振興課］

公民館費 川本複合施設建設事業［教育施設課］

公民館の整備を行い、施設の安全性の確保及び利用者の利便性の向上を図る。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

建設に向けた地元協議会の開催、設計業務、既存施設の解体、造成工事、建設工事、外構・植栽工事等

成果
※何を求めるか

施設の安全性の確保と利用者の利便性の向上が図れる。

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

0

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

1,827,195,000

0 0

0

区分

大項目

小項目

2

平成２２年度までは上柴公民館（キララ上柴）の整備を実施する。平成２３年度からは花園公民館の整備。以降は岡
部公民館、川本公民館と整備を進めていく。

県支出金 0 0 0 0

公民館費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

社会教育費

教育費 社会教育費

平成２２年度　上柴公民館（キララ上柴）整備、平成２５年度　花園公民館整備、平成３０年度　岡部公民館整備、
令和５年度　川本公民館整備

1,514,900,000

5,628,361

5,628,361

0.66

265,521,425

0

1,780,421,425

令和5年度 令和6年度

2,384,450

2,384,450

令和07年06月20日(金)

令和9年度

社会教育法第３条（公民館の設置）

■ □

0 0

生涯学習スポーツ振興課 担当係 生涯学習係 管理番号 73121社会教育施設整備事業

次代を担う人と文化を育むまち

生涯学習の推進

令和7年度

教育費

212,538,450

川本公民館建設業務

担当課

令和4年度

0

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

公民館の整備数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

岡部公民館整備進捗率

川本公民館整備進捗率

目標値

実績値

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

65.00 100.00
％

成果指標１

成果指標２

単
位

件

実績値の算出式

実績値

0.00 0.00

目標値

令和
9年度

　公民館の整備数については、令和５年度に新川本公民館（川本生涯学習
センター・川本公民館）を建設し達成したことから、令和６年度の数値
は、0としている。

実績値の算出式

0.00 0.00

　

　

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 生涯学習係長　韮塚　文彦

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　令和６年４月１日に、新川本公民館（川本生涯学習センター・川本公民
館）を開館した。当初計画した開館セレモニー（催し）は、令和６年３月
に落成式と合わせ実施したことから、令和６年度の予算執行はない。な
お、落成式開催時の催しは、川本地区の自治会や地域団体にご協力を頂き
盛大に開催することができた。

A

A

　川本公民館整備進捗率については、令和５年度に新川本公民館（川本生
涯学習センター・川本公民館）を建設し達成したことから、令和６年度の
数値は、0としている。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 生涯学習係長　韮塚　文彦

1.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

0.00

設計業務：３／１０、建設工事：７／１０

70.00 100.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

Ｈ２５年度花園公民館整備、Ｈ３１岡部公民館整備、Ｒ５川本公民館整備

　

令和
7年度

令和
8年度

1.00

％

0.00


